
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９４５年８月６日、広島に世界で初めて原子爆弾が投下され、９日に長崎にも

投下されました。強烈な熱線と放射線は爆風と共に広がり、街は一瞬で焼け野原と

なりました。理由は関係なしに約８万人が即死し、生き残った方々も放射線による

人体への影響を受けて戦後から現代まで苦しめられてきました。 

核兵器使用の言動は、ロシアによるウクライナ侵攻やイスラエルによるパレスチ

ナ自治区への侵攻でも示唆されています。犠牲者や放射線被害で苦しめられている

方々を思うと考えられませんが、現実に起きていることから目を背けることはでき

ません。また、ウクライナ侵攻でいち早く鉄道施設が狙われたことから、私たちも

無関係ではないのです。自分と大切な人の命を守るために「命」を最大の価値基軸

に考えて、憲法９条を守り続けなければなりません！ 

 

発行責任者 加藤 誠 

ＪＲ東労組ホームページ 

 

 

 

 

 

 

 


